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題字：佐伯区「広島市手をつなぐ育成会佐伯区支部」尾形由基さん

今号は中区・安芸区の生活支援コーディネーターから「地域のええとこ」をご紹介します！



安芸区 住民主体型生活支援訪問サービス実施団体交流会

地域のええとこ紹介コーナー「Wa！それええね！！」

　令和６年１２月１３日に住民主体型生活支援訪問
サービス実施団体交流会を開催しました。
　住民主体型生活支援訪問サービスとは、「介護予
防・日常生活支援総合事業」（介護保険）で実施す
る訪問型サービスの一つです。地域包括支援センタ
ーと連携を図りながら、地域で暮らす高齢者の「ち
ょっとした困りごと」を支援しています。
　今回の交流会では団体同士の横のつながりを深め
ることを目的としており、気軽に参加してもらえる
よう心掛けました。団体から住民主体型生活支援訪
問サービスの活動者として「利用者にどこまで対応
していいのかわからない。」、「どういうところに
気を付けたらいいのかわからない。」という声を受
け、今回の交流会のメインテーマを「ボランティア
１０ヶ条」を作成することにしました。

津村生活支援コーディネーター・有馬生活支援コーディネーター

　住民主体型生活支援訪問サービスの趣旨をみんな
で確認した後、チームごとに活動をする上で大事に
していることや気を付けていることなど意見交換を
しながら１０ヶ条を作成しました。また、地域包括
支援センターの職員の方にも参加していただき、専
門職の視点でのアドバイスもいただきました。
　作成後はみんなでお弁当を食べながら、こどもの
時の話や以前していた仕事の話など・・大いに盛り
上がりました。
　「楽しかった！また来年会おうね♪」の言葉を聞
き、団体同士の横のつながりがより強くなった交流
会となりました。

チーム名を考えるところから
１０ヶ条の作成は始まっています

地域包括支援センターの職員さん
にも参加してもらいました！

　作成した「ボランティア１０ヶ条」は安芸区社協の展示スペースに掲示しております。　
お近くにお寄りの際はぜひご覧になってください。

　今回「ボランティアの１０ヶ条」を作成してみて普段何気なく利用者の方に
されていることでもそれが必要で大切だということを改めて認識し、共有でき
ました。ゲームをしたりお弁当を食べたり実りある安芸区らしい楽しい会にな
ったかなと思います♪



誰もがなじみの関係性のある中で自分らしく生活でき
る地域をつくるために、地域住民や専門職などが自分
たちが暮らす地域を見つめ直し、話し合いをする場。
話し合う内容によってエリアやメンバーを決めて展開
しています。

　協議体とは？

　千田地区社協を始めとする作業部会メンバーが苦労を重ねて作成された社会資源マッ
プです。マップ完成で終わらずに、情報の更新等のこれからの運用についてもしっかり
取り決め、目的のとおり千田地区に住まわれる方の暮らしの一助となるものであり続け
ることを期待しています。
　　　　　　　　和田生活支援コーディネーター・島谷生活支援コーディネーター

千田地区社会資源マップが完成しました！中区

　中区区域協議体では専門職や地域の担い手がバラバラに
持っていた情報を集約し、必要な時に誰もが素早く引き出
せる仕組みを整えることを目的に社会資源マップの作成に
令和３年度から取組んでいます。令和５年度からは地域団
体との関わりやつながりをより強いものにしていきたいと
いう思いがあった「千田地区」で取組むこととしました。
千田地区社会福祉協議会、高齢、障がい、児童などの福祉
専門職が集まり社会資源マップの作成を進めていきまし
た。
　協議を重ねる中で千田地区の特色や課題を改めて確認す
ることができました。ある時には参加された地域住民から
「ある町内で近くのスーパーが閉店し、高齢者の買い物が
困っている」という意見があがり、地域住民と専門職が困
りごとについて考える場となりました。
　今回の取組を通じて、参加者同士で顔の見える気軽に相
談ができる関係性が醸成したと感じています。

限られた紙面の中で地域住民が一目で見て分かるものにして
いくために情報の掲載内容やレイアウトについて参加者それ
ぞれの思いを確認しながら一つずつ決めていきました。

マップ作成に協力していただいたメンバー
・千田地区社会福祉協議会
・たかの橋居宅介護支援事業所
・スマイル居宅介護支援事業所
・広島市国泰寺地域包括支援センター
・広島市中区障害者基幹相談支援センター
・広島市中区厚生部地域支えあい課
・ｅ-情報プロモーション株式会社
・広島市社会福祉協議会
・中区社会福祉協議会（事務局）

こちらの二次元コードから
千田地区社会資源マップを
見ることができます！



　高齢者一人ひとりがいきいきと、住み慣れた地域で最後まで自分らしく暮らし続けるまちを
実現するため、医療・介護・住まい・生活支援を一体的に提供する仕組み（地域包括ケアシス
テム）の一つとして「介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」といいます。）を
実施し、地域福祉活動を応援しています。
　広島市では、総合事業として実施する住民主体の取組（①～③）を行う団体を募集し、選定
された団体に運営費等の一部を補助しています。補助金の申請や活動支援は、生活支援コーデ
ィネーターが実施しています。募集に伴い説明会を実施しますので、関心のある方はぜひご参
加ください。詳しくは、市・区社協にいる生活支援コーディネーターにお問合せください。

介護予防・日常生活支援総合事業　住民主体の取組
令和７年度実施団体募集について

⽕

企業との取組

フードドライブの実施に向けての
最終確認を行いました

　令和６年１０月末に広島市と包括連携協定を締結し
ている㈱ポプラと「地域福祉」をキーワードに、情報
共有の場を設けました。その際、㈱ポプラからフード
ドライブの実施と、多世代交流を通じたシニア向けコ
ンビニ弁当の開発の提案をいただき、実現に向けた協
議を重ねてきました。
　フードドライブは合意書を締結し、『生活彩家広島
市役所店』で令和７年２月２０日（木）から実施しま
す。商品の受取等は店舗から近い中区社会福祉協議会
が行い、有効に活用いただける団体や必要としている
個人等に提供します。
　「もったいない」をつなげていく取組に、みなさん
ぜひ、ご協力ください！！
　
　弁当開発については、別の機会にご紹介します！

①地域高齢者交流サロン運営事業 ②地域介護予防拠点整備促進事業

 ＜各地で実践されている“ええとこ”をお寄せください！＞
　地域活動に関する耳寄りな情報を教えていただき、定期的に発信していくことで、「ひろしまのええとこ」をみんなで
共有できる情報紙を目指します。耳寄り情報は、市・区社協にいる生活支援コーディネーターへご連絡ください！

 発行：社会福祉法人広島市社会福祉協議会　地域福祉推進課　地域共生係
 〒732-0822　広島市南区松原町５番１号　広島市総合福祉センター内
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③住民主体型生活支援訪問サービス

3令和７年 13:30~15:0018/開催⽇時

配信会場

各会場定員 30名

広島市総合福祉センター
各区地域福祉センター

こちらの⼆次元コードから
説明会の申込できます

㈱ポプラ
マスコットキャラクター「ポッピ」


